








プログラム近況報告
カンボジア王国　トモ・プオ地域開発プログラム(CAM -195745)

2013年度（2012年10月1日～2013年9月30日）

日ごろより、チャイルド・スポンサーシップを通して、温かいご支援を賜りまして、心より感謝申し上げます。
2013年度の活動報告として「プログラム近況報告」と、チャイルドの「成
長報告」をお届けいたします。昨年度も活動を進めることができましたの
は、子どもたちを思い、継続的にご支援をくださる皆さまのおかげと、感
謝しております。
この1年の地域支援における活動の成果、今後の課題をご確認いただく
とともに、チャイルドの成長をともに喜んでいただけますと幸いに存じます。
皆さまのチャイルド、そしてすべての子どもたちが健やかに成長できる地
域となることを目指し、活動を続けてまいります。
皆さまの尊いご協力を、今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

チャイルド・スポンサーの皆さま

トモ・プオ地域開発プログラム（以下、ADP）は、地域で活動をする上でパートナーとなる住民組織や政
府機関が強化されることにより、子どもたちの健やかな成長が持続的に保障される地域づくりを目標に
し、2011年より活動を行っています。
チャイルド・スポンサーシップ活動では、地域ボランティアが主体となって子どもクラブを推進しています。
子どもクラブでは、絵や文字を書いたり、物語を聞いたり、また、楽しみながら参加することができるように、
ゲームなど遊びの要素を取り入れて、人間関係についても学びます。これらの活動を通して子どもたちは、
自らの持つ能力を知るとともに、他者との関係構築の方法を学んでいます。
子どもクラブが大好きな、11歳のカニヤちゃんは言います。「友だちと一緒にゲームをしたり、おやつを
食べたりして、とても楽しかったわ」

特定非営利活動法人
ワールド・ビジョン・ジャパン
常務理事・事務局長　

子どもたちは
子どもクラブが大好きです



衛生的な生活習慣を普及させるため、青年グループと連
携し、村における清掃デー、手洗い・爪切 りキャンペー
ンなどの活動を企画・実施しました。その結果、子ども
たちだけでなく、地域の大人たちにも保健衛生に対する
認識が深まりました。特に、親たちは、子どもが毎日衛生
的な習慣を励行することによって、健康的に暮らせること
を喜んでいます。青年グループメンバーのディーナさん
（22歳）は言います。「地域社会と子どもたちが、積極的
に衛生習慣やその啓発
活動に参加しているのを
見て、とても嬉しく思い
ます。保健衛生の重要
性を理解した結果、健康
状態が着実に改善してい
るのを実感しています」

地域では、お互いに協力し合うことの重要性への理解が
深まり、住民組織の数は昨年の13から23へ、住民組
織に参加する住民も526人から906人に増加しまし
た。
住民組織のリーダーの一人、サリーさんはこう話します。
「村で定例会合を開き、住民組織の概念やグループで貯
蓄をして支え合う重要性について、住民に広めていける
ことを喜んでいます。新しく加わったメンバーも貯蓄を
するようになり、活動に必要な額が積み立てられつつあ
ります」

ンヘブ・ボウラ（トモ・プオADPマネージャー）

ADPマネージャーからのごあいさつ

地域組織化プロジェクト

子どもたちに、衛生的な生活習
慣として洗髪を指導しています。
子どもたちの保健衛生の推進の
ため、青年グループも協力してく
れています

学校では口腔衛生イベントが行
われ、子どもたちは歯磨きについ
て学びました

トモ・プオADPより心からのご挨拶を申し上げます。
皆さまのご支援により、私たちの活動も無事2年目を終え、子どもたちを含む地域住民
の生活にも徐々に変化が表れてきています。初年度から行っている地域組織化プロジェ
クトを通して、貧しい人々を中心に形成された住民組織は、貯蓄活動や小規模ビジネス
を拡大したり、住民への教育や保健についての啓発にも取り組んでいます。今年度はそ
の基礎の上に教育プロジェクトを立ち上げ、学校を支える仕組みづくりや教育環境の改
善に努めました。子どもたちが健やかに成長できる地域づくりのために、ご支援を引き
続きお願いいたします。

貯蓄グループの定例会合。人々は、グループで支え合うことを学び、
住民組織に参加する人数も増加しています



教育プロジェクト

今年度より教育プロジェクトが開始されました。その目標の一つとし
て、小学校6年生の段階で、その年齢までに必要な読み書きの力が身
につき、読書の習慣が定着することを目指しました。プロジェクトでは、
まず17の小学校の教師95人と教育関係者に研修を行いました。研
修を通して、生徒たちの読み書き能力の評価方法を学んだ教師たち
は、子どもたちに適切な指導を行うことができるようになりました。今
では、子どもたちが、図書室や教室、家で熱心に読書する姿が見られ
るようになり、読書の習慣が定着しつつあります。
6年生のスレイリク君は語ります。「学校だけでなく、家でも友だちと一
緒に本を読むのは楽しいです。先生や両親も、ぼくが本を読むように
いつも励ましてくれます」

教育の普及には、子どもたちの家庭が安定した収入
を得ることが不可欠な要素です。プロジェクトでは、
この収入の向上と安定のため、野菜栽培を推奨し、関

連する技術研修を地域の人々に行いました。成功事例を知ることで、
人々の関心が高まりつつあり、昨年度19カ所だった家庭菜園に、今年
は新たに10カ所が加わりました。野菜栽培を通して家庭の収入が増加
し、子どもたちの教育の費用を負担できる家庭が増えています。
住民組織のリーダーの一人、ポウさんは語ります。「私たちが野菜を育て
て売った収入で、3人の子どもが学校に通う費用をまかなえるようにな
りました。さらに収入は、家庭で必要なものを購入する資金にもなって
います」

研修を受けた教師によって、生徒たちの読み書き
能力は客観的に評価されるようになり、子どもたち
に適切な指導をすることができるようになりました

子どもたちは、休み時間に外で遊ぶだけでなく、読
書も楽しむようになりました

野菜栽培の研修では、実際に苗床を使って学び
ました

地域の住民を対象に行った野菜栽培の講習会



「スポンサーシップ・マネジメント・プロジェ
クト」では、チャイルドとの手紙の交流や毎
年の成長報告などを通して、支援の成果を
実感していただくための活動を行っていま
す。そのため、チャイルドの成長を定期的に
モニタリングし、支援事業がチャイルドとそ
の家族、さらに地域の人々の生活をどのよう
に改善しているのか確認を行っています。
また、チャイルドの家族や地域の人たちが
「子どもを中心とした開発」を理解し、その
支援活動の中心を担っていくような啓発活
動も行っています。

チャイルド・スポンサーシップの様々な活動に参加する子どもたち

スポンサーシップ・マネジメント・プロジェクト

子どもクラブに新しい手洗い設備
ができて喜ぶ子どもたち。子どもク
ラブは、地域のボランティアが主体
となって活動を進めています

今年度は、地域の住民や、主要な働きをす
る団体やグループ、子どもたちのために働く
地域ボランティアに対して、スポンサーシップ
基礎研修を実施しました。これは、チャイル
ド・スポンサーシップ・プログラムについて、
関係者の理解を深め、積極的にプロジェクト
の活動に参加、協力をしてもらうことが目的
です。
研修に参加した23歳になるサイリーさんは
言います。「当初、大人たちの中には、なぜ子
どもたちが日本のスポンサーに手紙を書くの
かがしっかりと理解できていない者もいまし
た。しかし、研修を受けたことにより、自分
たちの子どもがどこかよそへ連れて行かれる
のではなく、自分たちの地域で健やかに育つ
ことを支えてくれるプログラムに、日本のスポ
ンサーがご支援くださっていることをよく理
解することができるようになりました」

 

地域の住民や行政関係者、地域ボランティアに、スポンサーシップ基礎研修が
実施されました
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